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大山崎町第５次総合計画 

策定のためのアンケート調査報告書 
 

１ 調査の概要 

１ 調査の目的 

令和７年度をもって「大山崎町第４次総合計画」及び「大山崎町まちひとしごと創生総合戦略」

の計画期間が終了するため、新たな総合計画及び創生総合戦略策定に向けた基礎資料とするため

実施しました。 

２ 調査種別及び調査対象 

調査種別 調査対象 

町民意識調査 町内に在住する 18 歳以上の住民 

小６・中学生対象調査 町立学校に在籍する小学６年生及び中学生 

職員意識調査 大山崎町職員 

３ 調査期間 

令和７年１月～令和７年２月 

４ 調査方法 

調査種別 調査方法 

町民意識調査 
・町内に在住する 18 歳以上の住民：郵送配付・郵送回収及びインターネット回

答 

小６・中学生対象調査
・町立学校に在籍する小学６年生及び中学生：郵送配付・郵送回収及びインタ

ーネット回答 

職員意識調査 ・大山崎町職員：直接配付・直接回収 
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５ 回収状況 

調査種別 調査対象 対象者数 有効回答数 有効回答率 

町民意識調査 町内に在住する 18 歳以上の住民 1,500 人 842 人 56.1% 

小６・中学生

対象調査 

町立学校に在籍する小学６年生 130 人 121 人 93.1% 

町立学校に在籍する中学生 401 人 344 人 85.8% 

職員意識調査 大山崎町職員 150 人 65 人 43.3% 

６ 調査結果の表示方法 

・回答は各質問の回答者数（Ｎ）を基数とした百分率（％）で示してあります。また、小数点以

下第２位を四捨五入しているため、内訳の合計が 100.0％にならない場合があります。 

・複数回答が可能な設問の場合、回答者が全体に対してどのくらいの比率であるかという見方

になるため、回答比率の合計が 100.0％を超える場合があります。 

・クロス集計の場合、無回答を排除しているため、クロス集計の有効回答数の合計と単純集計

（全体）の有効回答数が合致しないことがあります。なお、クロス集計とは、複数項目の組み

合わせで分類した集計のことで、複数の質問項目を交差して並べ、表やグラフを作成すること

により、その相互の関係を明らかにするための集計方法です。 

７ 回収結果について 

今回のように全体(母集団)から一部を抽出して行う標本調査では、全体を対象に行った調査に

比べて調査結果に差が生じることがあります。 

そこで、区間推定の代表である 95％信頼区間を用いて抽出による結果の誤差を計算します。標

本誤差は、以下の計算式によって算出されます。 

 

（信頼度 95％） 

 

 

 

 

 

 

 

信頼度 95％で標本誤差が±５％以内で収まっていることが、一般的に望ましいとされています。

例えば、町民意識調査（対象：18 歳以上住民）の回答者数（ｎ）が 598 人であり、その設問中の

選択肢の回答比率（Ｐ）が 50％であった場合、その回答比率の誤差は±3.9％となり、46.1％～

53.9％の範囲にあると考えられます。 

今回の調査から、標本数と回答の比率ごとに誤差を整理したものが次の表となります。 

標本誤差＝±1.96 

Ｎ－ｎ Ｐ（1－Ｐ） 

ｎ Ｎ－１ 

×

Ｎ＝母集団数、ｎ＝回答者数、Ｐ＝回答比率(０≦Ｐ≦１) 
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【信頼度 95％】 

 
母集団数 

（Ｎ） 

回答者数 

（ｎ） 

回答比率（Ｐ） 

50％ 
45％ 

55％ 

40％ 

60％ 

35％ 

65％ 

30％ 

70％ 

25％ 

75％ 

20％ 

80％ 

15％ 

95％ 

10％ 

90％ 

 5％ 

95％ 

18 歳以上 

住民 
14,055 598 ±3.9％ ±3.9％ ±3.8％ ±3.7％ ±3.6％ ±3.4％ ±3.1％ ±2.8％ ±2.4％ ±1.7％

小６ 130 121 ±2.4％ ±2.3％ ±2.3％ ±2.2％ ±2.2％ ±2.0％ ±1.9％ ±1.7％ ±1.4％ ±1.0％

中学生 401 344 ±2.0％ ±2.0％ ±2.0％ ±1.9％ ±1.8％ ±1.7％ ±1.6％ ±1.4％ ±1.2％ ±0.9％

職員 215 65 ±10.2％ ±10.1％ ±10.0％ ±9.7％ ±9.3％ ±8.8％ ±8.1％ ±7.3％ ±6.1％ ±4.4％

※「母集団数（Ｎ）」は令和６年６月時点 

 

職員意識調査を除いて、標本誤差が±５％以内で収まっています。 

 

【信頼度 90％】 

 
母集団数 

（Ｎ） 

回答者数 

（ｎ） 

回答比率（Ｐ） 

50％ 
45％ 

55％ 

40％ 

60％ 

35％ 

65％ 

30％ 

70％ 

25％ 

75％ 

20％ 

80％ 

15％ 

95％ 

10％ 

90％ 

 5％ 

95％ 

18 歳以上 

住民 
14,055 598 ±3.4％ ±3.3％ ±3.3％ ±3.2％ ±3.1％ ±2.9％ ±2.7％ ±2.4％ ±2.0％ ±1.5％

小６ 130 121 ±2.0％ ±2.0％ ±2.0％ ±1.9％ ±1.8％ ±1.7％ ±1.6％ ±1.4％ ±1.2％ ±0.9％

中学生 401 344 ±1.7％ ±1.7％ ±1.7％ ±1.6％ ±1.6％ ±1.5％ ±1.4％ ±1.2％ ±1.0％ ±0.7％

職員 215 65 ±8.7％ ±8.7％ ±8.5％ ±8.3％ ±8.0％ ±7.6％ ±7.0％ ±6.2％ ±5.2％ ±3.8％

※「母集団数（Ｎ）」は令和６年６月時点 

  


